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1. 平成26年3月期の連結業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 10,681 11.0 337 ― 433 563.5 353 ―
25年3月期 9,625 △13.4 △2 ― 65 △54.1 △49 ―

（注）包括利益 26年3月期 479百万円 （―％） 25年3月期 △9百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 9.48 ― 4.1 3.4 3.2
25年3月期 △1.33 ― △0.6 0.5 △0.0

（参考） 持分法投資損益 26年3月期 ―百万円 25年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 12,960 8,618 66.5 231.30
25年3月期 12,366 8,553 69.2 229.52

（参考） 自己資本 26年3月期 8,618百万円 25年3月期 8,553百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 431 △318 △0 2,332
25年3月期 432 △556 △74 2,183

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
26年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00 74 21.1 0.9
27年3月期(予想) ― 0.00 ― 3.00 3.00 28.7

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,450 6.7 190 37.7 200 0.0 180 △0.1 4.83
通期 11,100 3.9 420 24.3 440 1.6 390 10.4 10.47



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 38,990,870 株 25年3月期 38,990,870 株
② 期末自己株式数 26年3月期 1,728,142 株 25年3月期 1,725,840 株
③ 期中平均株式数 26年3月期 37,263,888 株 25年3月期 37,265,604 株

（参考）個別業績の概要 

平成26年3月期の個別業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 10,484 11.0 400 440.2 460 256.8 351 ―
25年3月期 9,443 △13.0 74 △55.5 128 △27.1 △162 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

26年3月期 9.43 ―
25年3月期 △4.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 12,857 9,001 70.0 241.57
25年3月期 12,293 8,543 69.5 229.26

（参考） 自己資本 26年3月期 9,001百万円 25年3月期 8,543百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく決算財務諸表の監査手続
は完了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断される一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条
件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページの「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析 今後の
見通し」をご覧ください。 



○添付資料の目次

 

１．経営成績・財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………… 2
（１）経営成績に関する分析 …………………………………………………………………………………………… 2
（２）財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………………… 3
（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 …………………………………………………………… 4
（４）事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… 5

２．企業集団の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 6
３．経営方針 ………………………………………………………………………………………………………………… 7
（１）会社の経営の基本方針 …………………………………………………………………………………………… 7
（２）目標とする経営指標 ……………………………………………………………………………………………… 7
（３）中長期的な会社の経営戦略 ……………………………………………………………………………………… 7
（４）会社の対処すべき課題 …………………………………………………………………………………………… 7

４．連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………… 8
（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 8
（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 10

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………… 10
連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 11

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 12
（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 14
（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 15

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 15
（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） ………………………………………………………… 15
（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 16
（未適用の会計基準等） …………………………………………………………………………………………… 16
（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 17
（連結貸借対照表関係） …………………………………………………………………………………………… 17
（連結損益計算書関係） …………………………………………………………………………………………… 17
（連結包括利益計算書関係） ……………………………………………………………………………………… 18
（連結株主資本等変動計算書関係） ……………………………………………………………………………… 19
（連結キャッシュ・フロー計算書関係） ………………………………………………………………………… 20
（リース取引関係） ………………………………………………………………………………………………… 20
（金融商品関係） …………………………………………………………………………………………………… 20
（有価証券関係） …………………………………………………………………………………………………… 23
（デリバティブ取引関係） ………………………………………………………………………………………… 24
（税効果会計関係） ………………………………………………………………………………………………… 25
（賃貸等不動産関係） ……………………………………………………………………………………………… 26
（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 26
（関連当事者情報） ………………………………………………………………………………………………… 29
（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 30
（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 30

５．個別財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………… 31
（１）貸借対照表 ………………………………………………………………………………………………………… 31
（２）損益計算書 ………………………………………………………………………………………………………… 34
（３）株主資本等変動計算書 …………………………………………………………………………………………… 36
（４）個別財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 38

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 38
（重要な会計方針） ………………………………………………………………………………………………… 38
（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 39
（表示方法の変更） ………………………………………………………………………………………………… 39
（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 39
（貸借対照表関係） ………………………………………………………………………………………………… 40
（損益計算書関係） ………………………………………………………………………………………………… 40
（有価証券関係） …………………………………………………………………………………………………… 41
（税効果会計関係） ………………………………………………………………………………………………… 42
（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 42

６．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 43
（１）役員の異動 ………………………………………………………………………………………………………… 43

 

沖電線（株）（5815）平成26年３月期　決算短信

- 1 -



１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、過度の円高の是正を背景に企業業績は改善し、輸出関連、設備投資の回

復、個人消費については消費税率引き上げによる駆け込み需要もあって増加し、景気は緩やかな回復基調になりま

した。 

電線業界における銅電線出荷量は、建設・電販、自動車部門が復調し、電気機械部門については復調の兆しがあ

り、全体では前年同期を上回る状況で推移してまいりました。 

そのような状況のもと、当社グループは、安定的な収益力の確保に向けて、営業力の強化、顧客層の拡充、新商

品の開発、新規市場へのアプローチ、生産効率の改善、海外生産委託などを進めてまいりました。 

売上高につきましては、電線・ケーブルおよび電極線セグメントが増加いたしました。この結果、前年同期に比

べ1,056百万円増の10,681百万円となりました。 

営業利益につきましては、銅価格の上昇によるコストの増加がありましたが、売上高の増加、変動費比率の低

減、人件費および減価償却費などの固定費の減少により、前年同期2百万円の損失に対し337百万円の利益となりま

した。経常利益は円安による為替差益も加わり前年同期65百万円に対し433百万円となりました。当期純利益は前

年同期49百万円の損失に対し353百万円の利益となりました。 

 

①セグメントの業績

セグメント名

平成25年３月期 平成26年３月期 対前年同期増減率

売上高

（百万円）

営業利益

（百万円）

売上高

（百万円）

営業利益

（百万円）

売上高

（％）

営業利益

（％）

電線・ケーブル 6,877 △114 7,641 226 11.1 －

電極線 2,338 △94 2,648 △95 13.3 －

不動産賃貸 409 206 391 206 △4.3 0.0

合計 9,625 △2 10,681 337 11.0 －

（注）各セグメントの主な商品は以下のとおりであります。 

 １．電線・ケーブル 機器用電線、通信ケーブル、光ケーブル、フラットケーブル 

ワイヤーハーネス、フレキシブル基板 

 ２．電極線      放電加工機用電極線 

 ３．不動産賃貸   本社・群馬地区建物の賃貸など 

 

 [電線・ケーブル] 

売上高につきましては、機器用電線やワイヤーハーネスが産業用機械メーカー向けに増加し、フレキシブル基板

が医療機器向けおよび産業用機械メーカー向けに増加したため、前年同期に比べ763百万円増の7,641百万円となり

ました。 

営業利益につきましては、銅価格の上昇によるコストの増加がありましたが、売上高の増加、変動費比率の低

減、人件費および減価償却費など固定費の減少により、前年同期114百万円の損失に対し226百万円の利益となりま

した。 

 [電極線] 

売上高につきましては、販売数量はほぼ前年並みとなりましたが、黄銅価格の上昇により販売価格が押し上げら

れたこともあり、前年同期に比べ310百万円増の2,648百万円となりました。 

営業利益につきましては、販売費の増加により、前年同期94百万円の損失に対し95百万円の損失となりました。 

 [不動産賃貸] 

売上高につきましては、前年同期に比べ17百万円減の391百万円となりました。 

営業利益につきましては、前年同期とほぼ同額の206百万円の利益となりました。 
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（今後の見通し）

今後の経営環境につきましては、政府の経済政策、日銀の金融政策の効果が下支えするなかで、景気の回復

基調が続くことが期待されますが、海外景気の下振れが、景気を下押しするリスクが懸念されております。ま

た、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動が見込まれます。 

次期の売上高の見通しにつきましては、電線・ケーブルにおいて、機器用電線、光ケーブル、フレキシブル

基板は産業用機械メーカー向けおよび医療機器向けに増加を、通信用ケーブルは横ばいと見込んでおります。

電極線は拡販により増加するものと見込んでおります。不動産賃貸は横ばいと見込んでおります。 

利益面につきましては、売上高の増加により当期を上回ると見込んでおります。 

このような状況を踏まえ、次期の連結業績予想は、売上高11,100百万円、営業利益420百万円、経常利益440

百万円、当期純利益390百万円を見込んでおります。 

なお、業績予想の前提条件として、銅の建値は80万円/トン、亜鉛の建値は25万円/トン、為替レートは１米

ドル100円、１ユーロ135円で想定しております。銅・亜鉛・石油化学製品の国際価格および為替相場の変動

は、当社グループの業績見通しに影響を及ぼす可能性があります。 

 

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債、純資産の状況

総資産は12,960百万円となり、前連結会計年度末に比べ593百万円増加しました。 

流動資産は8,231百万円となり、前連結会計年度末に比べ639百万円増加しました。これは主に現金及び預金や

受取手形及び売掛金が増加したためであります。 

固定資産は4,729百万円となり、前連結会計年度末に比べ46百万円減少しました。これは主に投資有価証券の時

価が上がり投資その他の資産の増加があったものの、有形固定資産が減少したためであります。 

負債合計は4,341百万円となり、前連結会計年度末に比べ527百万円増加しました。 

流動負債は2,482百万円となり、前連結会計年度末に比べ198百万円増加しました。これは支払手形及び買掛金

が増加したためであります。 

固定負債は1,859百万円となり、前連結会計年度末に比べ329百万円増加しました。これは主に退職給付会計基

準の改正に伴い退職給付に係る負債が増加したためであります。 

純資産合計は8,618百万円となり、前連結会計年度末に比べ65百万円増加しました。これは主に退職給付会計基

準の改正に伴いその他の包括利益累計額は減少したものの、当期純利益による利益剰余金の増加やその他有価証

券評価差額金が増加したためであります。 

自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.7ポイント減少し66.5％となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは431百万円の収入となりました。これは主に売上債権の増加253百万円に

よる支出があったものの、税金等調整前当期純利益403百万円や減価償却費374百万円などによる収入が上回った

ためであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは318百万円の支出となりました。これは主に有形固定資産の取得177百万

円や償還までの期間が３ヶ月を超える運用有価証券の増加151百万円などの支出によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは0百万円の支出となりました。 

その結果、現金及び現金同等物は当連結会計年度に149百万円増加し2,332百万円となりました。 
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当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。

  平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期

自己資本比率（％） 70.5 67.5 67.7 69.2 66.5

時価ベースの自己資本比率

（％）
37.8 51.9 49.3 41.6 50.3

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
─ 0.5 0.8 0.9 0.9

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
─ 204.5 128.2 117.2 124.3

※自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（平成22年３月期については、営業キャッシュ・フローがマイナスであったため、キャッシュ・フロー対有利子負債

比率およびインタレスト・カバレッジ・レシオは記載しておりません。）

（注１）各指数は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を

対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用して

おります。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は利益配分に関し、企業価値を高めるため財務体質と経営基盤の強化を図るとともに株主の皆様に対し安

定的な配当の維持を基本方針としております。 

内部留保資金の使途につきましては、将来の企業体質の強化、新商品・新事業の展開への開発投資などに活用

し企業価値の向上に努めてまいります。 

なお、平成26年３月期の期末配当につきましては２円とし、配当性向は21.1%となる予定です。 

また、次期の配当金につきましては、期末配当として３円を予定させていただきます。 
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（４）事業等のリスク

当社グループの経営成績、株価および財務状況に影響を及ぼす可能性のあるリスクは以下のようなものがありま

す。これらは、当社グループの事業等に関するリスクをすべて網羅するものではありませんのでご留意ください。

なお、当社グループはこれらのリスク発生の可能性を認識したうえで、発生の回避および発生した場合の対応に

努める方針であります。

文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

①経済状況

当社グループの事業は主に産業用機器・情報通信・半導体関連業界の市場における経済状況の影響を受けま

す。これらの市場における景気後退、それに伴う需要の縮小は、当社グループの業績および財務状況に悪影響を

及ぼす可能性があります。

②素材価格の変動

当社グループの主要商品に材料として使用される銅・亜鉛・石油化学製品などの価格は国際市況に連動してお

り、それにより当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

③為替相場の変動

当社グループは、海外への売上、海外からの調達があり外貨建債権債務を有しております。そのため、為替相

場の動向によっては、為替差損益が発生する可能性があります。

④退職給付債務

当社グループの退職給付費用および債務は、割引率等数理計算上の前提条件や年金資産の期待収益率に基づい

て算出しております。また、債務の積立不足を補うため退職給付信託を設定しております。これらの前提条件と

実際の結果が異なった場合や信託設定株式の株価の下落は、当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があり

ます。

⑤保有有価証券の時価下落

当社グループは、株式市場の影響を受ける有価証券を保有しております。これらの有価証券の時価が著しく下

落した場合、当社グループの業績および財務状況に悪影響を及ぼす可能性があります。

⑥税効果会計

税効果会計においては、将来の予想・前提に基づいて、繰延税金資産および繰延税金負債の算定を行っている

ため、予想・前提となる数値に変更がある場合もしくはこれらの算定を行うための会計基準および税制の変更が

ある場合には、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

⑦減損会計

当社グループは、固定資産の減損に係る会計基準（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見書」

（企業会計審議会 平成14年８月９日）および「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第６号 平成15年10月31日））を適用しております。当該資産グループの収益性が継続的に悪化した場合

は、減損損失が発生し、当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

⑧自然災害等

当社グループの生産・販売拠点における地域で大規模な自然災害等が発生した場合、事業活動が中断または停

滞することにより、当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

⑨品質 

当社グループは、徹底した管理体制の下で商品を製造しておりますが、将来にわたり多額の補償費用を伴う品

質トラブルが発生しない保証はありません。当社グループでは製造物責任賠償の保険に加入していますが、賠償

額を全て補える保証はなく当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。 

⑩研究開発 

当社グループは、主要商品である電線・ケーブル、電極線について開発に取り組んでいます。しかしながら、

必ずしも市場のニーズに合致した商品開発ができるとは限らず、また、商品化の遅れなどにより、当社グループ

の業績に悪影響を及ぼす可能性があります。 

⑪知的所有権 

当社グループは、第三者の知的財産を侵害しないよう商品開発、販売活動を行っていますが、意図せず第三者

の知的財産を侵害してしまった場合、損害賠償金の支払い、販売の差し止めなどの可能性があります。また、第

三者が、当社グループの知的財産を侵害する可能性もあり、その場合、販売機会の損失など、当社グループの業

績に悪影響を及ぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況

当社グループは、当社、子会社４社、その他の関係会社１社で構成され、電線・ケーブルや電極線の製造販売お

よび不動産の賃貸を主な内容とし展開しております。 

当社グループの事業に関わる位置付けは、次のとおりであります。 

 

電線・ケーブル    当社が製造販売するほか、連結子会社である日沖電線（常熟）有限公司が販売してお

り、連結子会社である沖電線ワイヤーハーネス（株）および沖電線フレキシブルサーキ

ット（株）が製造しております。 

 

電極線        当社が製造販売するほか、日沖電線（常熟）有限公司が販売しております。 

 

不動産賃貸      当社が不動産の賃貸をしております。 

 

非連結子会社である沖電線サービス（株）は、当社のサービス業務を受託しております。 

なお、その他の関係会社である沖電気工業（株）は、当社商品の販売先であります。 

 

 

事業の系統図は次のとおりであります。 
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、経営の基本方針として次の綱領を掲げております。

・われらは社業を通じて広く社会の進運に貢献する。

・われらは互いに協力し当社の限りなき発展に努める。

・われらは自主と誠実を旨とし自ら恥じないことを期する。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、経営効率の向上を目指し、営業利益率６％以上を経営指標として設定し活動しております。

（３）中長期的な会社の経営戦略

当社グループは、将来にわたって安定的な収益を確保し、ステークホルダーの皆様から評価される企業を目指し

中期経営計画を策定しております。

中期経営計画「開化１３」(2010年度から13年度)に続き、次期（2014年度から16年度まで）の中期経営計画「Ｒ

ｅｂｏｒｎ１２０」を新たに策定いたしました。「Ｒｅｂｏｒｎ１２０」では適正な収益力をもつニッチトップ電

線メーカーを目指し、2016年度に売上高120億円、営業利益率６％を目標とします。 

より顧客志向を強め、海外でも価値を認められるニッチトップとなる商品を創出し、本格的にグローバル展開を

進めてまいります。 

 

セグメント別の主な施策内容については以下のとおりであります。 

①電線・ケーブル事業 

（機器用電線、ワイヤーハーネス他） 

・顧客ニーズに的確に対応し、新商品の市場投入、海外販売をさらに拡大する。 

・当社オリジナルの新商品の売上を伸ばす。 

・市場の成長が見込まれる新規分野を開拓する。 

・多種変量生産で価値ある届け方を実現する。 

（フレキシブル基板） 

・独自技術による新奇品のマーケティングを加速し、新規分野・顧客を開拓する。 

・他社に真似のできない短納期多種変量デリバリを実現する。 

 

②電極線事業 

・国内、海外の販売をさらに強化し、より高性能な新商品を市場投入しシェアを拡大する。 

・世界一流の品質とコストを実現してグローバルシェアを拡大する。 

・使用済み電極線のリサイクルを促進する。 

 

（４）会社の対処すべき課題

今後の景気は、回復基調が続くことが期待されますが、当社グループを取り巻く経営環境は決して楽観できるも

のではありません。 

当社グループの抱えている主な経営課題は以下のとおりであります。 

①低成長下においても健全な収益体質を確立すること。 

・各セグメント利益の黒字化の定着を図ること。 

・日沖電線（常熟）有限公司の黒字化を図ること。 

②海外展開を加速すること。 

・海外顧客を開拓すること。 

・国内企業の海外シフトに対応すること。 

なお、管理体制面については、内部統制、コーポレート・ガバナンス、コンプライアンスの充実・強化に取り組

んでまいります。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,333,173 2,682,602 

受取手形及び売掛金 ※４ 2,984,766 3,256,096 

有価証券 700,838 652,598 

商品及び製品 590,749 533,070 

仕掛品 417,522 520,358 

原材料及び貯蔵品 249,595 262,342 

繰延税金資産 221,045 214,268 

その他 94,772 111,148 

貸倒引当金 △1,260 △1,370 

流動資産合計 7,591,204 8,231,115 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） ※１,※３ 2,331,652 ※１,※３ 2,183,636 

機械装置及び運搬具（純額） ※１ 464,116 ※１ 432,890 

土地 1,403,252 1,403,252 

その他（純額） ※１ 82,513 ※１ 98,139 

有形固定資産合計 4,281,534 4,117,919 

無形固定資産 48,692 22,696 

投資その他の資産    

投資有価証券 ※２ 417,454 ※２ 572,231 

その他 34,419 20,463 

貸倒引当金 △6,455 △4,172 

投資その他の資産合計 445,418 588,522 

固定資産合計 4,775,645 4,729,139 

資産合計 12,366,850 12,960,254 
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    (単位：千円) 

  前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,353,152 1,550,605 

短期借入金 190,000 190,000 

未払法人税等 29,097 55,962 

その他 711,496 685,733 

流動負債合計 2,283,747 2,482,301 

固定負債    

繰延税金負債 47,634 95,114 

退職給付引当金 1,104,858 － 

退職給付に係る負債 － 1,443,241 

長期預り保証金 298,075 300,099 

その他 79,444 20,704 

固定負債合計 1,530,013 1,859,160 

負債合計 3,813,761 4,341,461 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,304,793 4,304,793 

資本剰余金 3,101,531 3,101,531 

利益剰余金 1,571,466 1,924,628 

自己株式 △505,690 △505,956 

株主資本合計 8,472,100 8,824,997 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 87,853 195,151 

為替換算調整勘定 △6,865 11,632 

退職給付に係る調整累計額 － △412,987 

その他の包括利益累計額合計 80,988 △206,203 

純資産合計 8,553,088 8,618,793 

負債純資産合計 12,366,850 12,960,254 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成26年３月31日) 

売上高 9,625,058 10,681,954 

売上原価 ※２ 7,662,917 ※２ 8,366,865 

売上総利益 1,962,141 2,315,089 

販売費及び一般管理費    

荷造運搬費 213,573 217,862 

給料手当及び福利費 1,072,461 1,051,010 

退職給付費用 56,034 40,939 

役員退職慰労引当金繰入額 7,954 － 

研究開発費 ※２ 198,876 ※２ 200,674 

減価償却費 64,195 55,372 

その他 351,483 411,249 

販売費及び一般管理費合計 1,964,578 1,977,110 

営業利益又は営業損失（△） △2,437 337,979 

営業外収益    

受取利息 3,712 2,505 

受取配当金 10,850 9,587 

為替差益 53,217 74,982 

受取ロイヤリティー 2,548 2,610 

その他 2,271 9,716 

営業外収益合計 72,599 99,403 

営業外費用    

支払利息 3,792 3,485 

その他 1,077 657 

営業外費用合計 4,869 4,143 

経常利益 65,292 433,239 

特別利益    

固定資産売却益 1,035 1,345 

投資有価証券売却益 4,000 － 

特別利益合計 5,035 1,345 

特別損失    

固定資産処分損 ※１ 4,907 ※１ 12,443 

減損損失 ※３ 18,985 － 

自家発電供給契約解約に伴う損失 46,114 － 

事業構造改善費用 － ※４ 18,609 

特別損失合計 70,007 31,053 

税金等調整前当期純利益 320 403,531 

法人税、住民税及び事業税 18,503 43,466 

法人税等調整額 31,222 6,777 

法人税等合計 49,725 50,243 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△） 
△49,405 353,288 

当期純利益又は当期純損失（△） △49,405 353,288 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△） 
△49,405 353,288 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 26,080 107,297 

為替換算調整勘定 13,603 18,497 

その他の包括利益合計 ※ 39,684 ※ 125,795 

包括利益 △9,721 479,083 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △9,721 479,083 

少数株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 4,304,793 3,101,531 1,695,405 △505,450 8,596,279 

当期変動額           

剰余金の配当     △74,533   △74,533 

当期純損失（△）     △49,405   △49,405 

自己株式の取得       △240 △240 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － △123,939 △240 △124,179 

当期末残高 4,304,793 3,101,531 1,571,466 △505,690 8,472,100 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 
退職給付に係る調整

累計額 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 61,773 △20,468 － 41,304 8,637,583 

当期変動額           

剰余金の配当         △74,533 

当期純損失（△）         △49,405 

自己株式の取得         △240 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

26,080 13,603   39,684 39,684 

当期変動額合計 26,080 13,603 － 39,684 △84,495 

当期末残高 87,853 △6,865 － 80,988 8,553,088 
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 4,304,793 3,101,531 1,571,466 △505,690 8,472,100 

当期変動額           

当期純利益     353,288   353,288 

自己株式の取得       △552 △552 

自己株式の処分     △126 286 160 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 353,162 △265 352,896 

当期末残高 4,304,793 3,101,531 1,924,628 △505,956 8,824,997 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 87,853 △6,865 － 80,988 8,553,088 

当期変動額           

当期純利益         353,288 

自己株式の取得         △552 

自己株式の処分         160 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

107,297 18,497 △412,987 △287,192 △287,192 

当期変動額合計 107,297 18,497 △412,987 △287,192 65,704 

当期末残高 195,151 11,632 △412,987 △206,203 8,618,793 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 320 403,531 

減価償却費 445,759 374,170 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △82,939 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △74,604 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △125,470 － 

減損損失 18,985 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,229 △2,174 

受取利息及び受取配当金 △14,562 △12,093 

支払利息 3,792 3,485 

為替差損益（△は益） △17,383 △8,897 

投資有価証券売却損益（△は益） △4,000 － 

有形固定資産廃棄損 4,907 12,443 

売上債権の増減額（△は増加） 381,847 △253,063 

たな卸資産の増減額（△は増加） △144,572 △49,321 

仕入債務の増減額（△は減少） △222,099 175,917 

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,857 11,734 

預り保証金の増減額（△は減少） 266 2,023 

その他 203,680 △140,615 

小計 439,443 442,538 

利息及び配当金の受取額 14,385 12,189 

利息の支払額 △3,686 △3,470 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △18,141 △19,842 

営業活動によるキャッシュ・フロー 432,001 431,415 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の純増減額（△は増加） 302 △151,701 

有形固定資産の取得による支出 △305,073 △177,376 

有形固定資産の売却による収入 1,175 1,801 

無形固定資産の取得による支出 △6,788 △4,877 

投資有価証券の売却による収入 5,000 － 

貸付金の回収による収入 140 － 

定期預金の純増減額（△は増加） △250,000 － 

その他 △1,645 13,790 

投資活動によるキャッシュ・フロー △556,888 △318,363 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の純増減額（△は増加） △240 △391 

配当金の支払額 △74,013 △158 

財務活動によるキャッシュ・フロー △74,253 △549 

現金及び現金同等物に係る換算差額 32,858 36,985 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △166,282 149,487 

現金及び現金同等物の期首残高 2,349,402 2,183,119 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 2,183,119 ※ 2,332,607 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項ありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1)連結子会社の数  3社

連結子会社の名称

沖電線ワイヤーハーネス（株）

沖電線フレキシブルサーキット（株）

日沖電線（常熟）有限公司

(2）主要な非連結子会社の名称等

非連結子会社

沖電線サービス（株）

 （連結の範囲から除いた理由）

非連結子会社は、小規模であり総資産、売上高、当期純損益および利益剰余金等は、いずれも連結財務

諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２．持分法の適用に関する事項

適用外の非連結子会社沖電線サービス（株）は、当期純損益および利益剰余金等からみて連結財務諸表

に及ぼす影響が軽微であり重要性がないため、持分法を適用せず原価法により評価しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち日沖電線（常熟）有限公司の決算日は、12月31日であります。連結財務諸表の作成に

あたっては、同決算日の財務諸表を使用しております。ただし、１月１日から連結決算日３月31日までの

期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

４．会計処理基準に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

（イ）満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）を採用しております。

（ロ）その他有価証券

1.時価のあるもの

連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は総平

均法により算定しております。）を採用しております。

2.時価のないもの

 総平均法による原価法を採用しております。

②棚卸資産

主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定しております。）を採用しております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

主として定率法を採用しております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）については、定額法を採用し

ております。

②無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

ただし、自社利用ソフトウェアについては、自社における利用可能期間（5年）に基づく定額法を採用

しております。

(3）重要な引当金の計上基準

貸倒引当金

 連結会計年度末現在有する売掛金、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。
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(4）退職給付に係る会計処理の方法

①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、期間定額基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（10年）によ

る定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しておりま

す。

(5）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能

な預金及び容易に換金が可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３

か月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(6）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外の消費税等は当連結会計年度の費用として処

理しております。

 

（会計方針の変更）

 （退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給

付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る

負債に計上しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連

結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減し

ております。

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が1,443,241千円計上されるとともに、その他の

包括利益累計額が412,987千円減少しております。

なお、１株当たり純資産額は11.08円減少しております。

 

（未適用の会計基準等）

（未適用の会計基準等） 
・「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日）
・「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日）

 
(1）概要

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の処理方法、退職給付債務及び勤務費用の計算方法並
びに開示の拡充等について改正されました。

 
(2）適用予定日

退職給付債務及び勤務費用の計算方法の改正については、平成27年３月期の期首から適用します。
なお、当該会計基準等には経過的な取り扱いが定められているため、過去の期間の連結財務諸表に対し

ては遡及適用しません。
 

(3）当該会計基準等の適用による影響
退職給付債務及び勤務費用の計算方法の改正による連結財務諸表に与える影響額については、現時点で評

価中であります。
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（追加情報）

該当事項はありません。 

 

（連結貸借対照表関係）

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成26年３月31日） 

減価償却累計額 14,855,525千円 15,080,769千円 

 

※２ 非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

投資有価証券（株式） 10,000千円 10,000千円

 

※３ 国庫補助金等の受入れにより圧縮記帳を行っており、連結貸借対照表計上額は、この圧縮記帳額を控除しており

ます。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

建物 9,749千円 9,749千円

 

※４ 連結会計年度末日満期手形

 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、前連結

会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末残高に含まれて

おります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

受取手形 160,661千円 ─千円

 

（連結損益計算書関係）

※１ 固定資産処分損の内容は次のとおりであります。

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日

至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）

(1) 固定資産除却損 (1) 固定資産除却損

建物及び構築物 0千円 建物及び構築物 950千円

機械装置及び運搬具 4,781 機械装置及び運搬具 10,813

その他有形固定資産 126 その他有形固定資産 429

計 4,907 計 12,193

(2) 建物撤去費用 ─ (2) 建物撤去費用 250

 

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額は次のとおりであります。

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

239,495千円 235,082千円 
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※３ 減損損失

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

用途 フレキシブル基板製造設備

種類 機械装置等

場所 群馬県伊勢崎市

減損損失 機械装置等18,985千円

減損損失の認識に至った経緯
営業活動から生じる損益が継続して損失となり将来キャッシュフローが

各資産の帳簿価額を著しく下回ったため

回収可能価額 正味売却価額

回収可能価額の算定方法 他への転用や売却が困難であることから0円としております。

なお、当社は原則として、事業用資産については事業区分を基準としてグルーピングを行っております。

 

当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

該当事項はありません。

 

※４ 事業構造改善費用の内容は次のとおりであります。

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

－千円 

 

18,609千円 

 日沖電線（常熟）有限公司にて雇用契約満了時に雇用継

続しない従業員に支払いした補償金です。 

 

（連結包括利益計算書関係）

※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）

その他有価証券評価差額金：

当期発生額 39,609千円 154,777千円

組替調整額 ─ ─

税効果調整前 39,609 154,777

税効果額 △13,528 △47,479

その他有価証券評価差額金 26,080 107,297

為替換算調整勘定：

当期発生額 13,603 18,497

その他の包括利益合計 39,684 125,795
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（千株）

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式        

普通株式 38,990 ─ ─ 38,990

合計 38,990 ─ ─ 38,990

自己株式        

普通株式（注） 1,724 1 ─ 1,725

合計 1,724 1 ─ 1,725

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加1千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

２．配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 

（千円）
１株当たり 

 配当額（円）
基準日 効力発生日

平成24年６月28日 

定時株主総会
普通株式 74,533 2.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日

 

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（千株）

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式        

普通株式 38,990 ─ ─ 38,990

合計 38,990 ─ ─ 38,990

自己株式        

普通株式（注） 1,725 3 0 1,728

合計 1,725 3 0 1,728

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加3千株は、単元未満株式の買取りによる増加であり、減少0千株は、単元未満株

式の買増し請求による減少であります。

２．配当に関する事項

（１）配当金支払額

該当事項はありません。

 

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 74,525 利益剰余金 2.0 平成26年３月31日 平成26年６月27日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日

至  平成26年３月31日）

現金及び預金勘定 2,333,173千円 2,682,602千円

有価証券 700,838  652,598 

計 3,034,012  3,335,201 

３か月超の定期預金 △450,000  △450,000 

償還期間３か月超の有価証券 △400,892  △552,594 

現金及び現金同等物 2,183,119  2,332,607 

 

（リース取引関係）

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）および当連結会計年度（自 平成25年４月１

日 至 平成26年３月31日）

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引は、事業の内容に照

らして重要性が乏しく契約１件当たりのリース料総額も３百万円を超えるものがないため、記載を省略しており

ます。

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

（１）金融商品に対する取組方針

当社は、必要に応じて短期的な運転資金や設備資金などを銀行借入により調達しております。また、一時的

な余剰資金は主に流動性が高く安全性の高い金融資産で運用しています。デリバティブは、リスクを回避する

ため利用する可能性がありますが、投機的な取引は行わない方針であります。

（２）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。また、海外向けの売上によっ

て発生する外貨建ての営業債権は為替変動リスクに晒されていますが、同じ外貨建ての買掛金の範囲内でリス

クが相殺されています。

有価証券及び投資有価証券は、主に満期保有目的の債券及び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場

価格の変動リスクに晒されています。

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが６か月以内の支払期日であります。

借入金は、主に短期的な運転資金の調達によるもので、借入期間はすべて３か月以内であります。

（３）金融商品に係るリスク管理体制

①信用リスクの管理

当社は、売上債権管理規程及び与信限度管理規程によって、取引相手ごとの支払期日や債権残高を管理し

ております。また、営業部門が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、経理部門との情報共有化を

行いながら債務状況等の悪化による貸倒リスクの軽減に努めています。

②市場リスクの管理

有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、ま

た、満期保有目的の債券以外のものについては、市場や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に

見直しております。

③資金調達に係る流動性リスクの管理

当社は、適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理

しております。

（４）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含

まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用するこ

とにより、当該価額が変動することがあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握するこ

とが極めて困難と認められるものは含まれておりません。（（注）２．参照）

 

前連結会計年度（平成25年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 2,333,173 2,333,173 ─

(2）受取手形及び売掛金 2,984,766    

貸倒引当金 △1,182    

  2,983,584 2,983,584 ─

(3）有価証券及び投資有価証券 1,104,853 1,104,853 ─

資産計 6,421,611 6,421,611 ─

(1）支払手形及び買掛金 1,353,152 1,353,152 ─

負債計 1,353,152 1,353,152 ─

 

当連結会計年度（平成26年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 2,682,602 2,682,602 ─

(2）受取手形及び売掛金 3,256,096    

貸倒引当金 △1,285    

  3,254,811 3,254,811 ─

(3）有価証券及び投資有価証券 1,211,391 1,211,391 ─

資産計 7,148,804 7,148,804 ─

(1）支払手形及び買掛金 1,550,605 1,550,605 ─

負債計 1,550,605 1,550,605 ─

（注）１．金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券に関する事項

資産

(1)現金及び預金、(2)受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

(3)有価証券及び投資有価証券

これらの時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格または取引金融機関

等から提示された価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記

事項「有価証券関係」をご参照ください。

負債

(1)支払手形及び買掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

 

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）
 

区分
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

非上場株式 13,439 13,439

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「（3）

有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。
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３．金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

前連結会計年度（平成25年３月31日）

  １年以内（千円）
１年超５年以内

（千円）
５年超10年以内

（千円）
10年超（千円）

預金 2,329,739 ─ ─ ─

受取手形及び売掛金 2,984,766 ─ ─ ─

有価証券及び投資有価証券        

満期保有目的の債券        

(1)国債・地方債等 ─ ─ ─ ─

(2)社債 400,892 ─ ─ ─

(3)その他 299,946 ─ ─ ─

合計 6,015,344 ─ ─ ─

 

当連結会計年度（平成26年３月31日）

  １年以内（千円）
１年超５年以内

（千円）
５年超10年以内

（千円）
10年超（千円）

預金 2,677,406 ─ ─ ─

受取手形及び売掛金 3,256,096 ─ ─ ─

有価証券及び投資有価証券        

満期保有目的の債券        

(1)国債・地方債等 ─ ─ ─ ─

(2)社債 552,594 ─ ─ ─

(3)その他 100,004 ─ ─ ─

合計 6,586,101 ─ ─ ─
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（有価証券関係）

１．満期保有目的の債券

前連結会計年度（平成25年３月31日）

  種類
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

時価が連結貸借

対照表計上額を

超えないもの

(1)国債・地方債等 ─ ─ ─

(2)社債 400,892 400,892 ─

(3)その他 299,946 299,946 ─

合計 700,838 700,838 ─

 

当連結会計年度（平成26年３月31日）

  種類
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

時価が連結貸借

対照表計上額を

超えないもの

(1)国債・地方債等 ─ ─ ─

(2)社債 552,594 552,594 ─

(3)その他 100,004 100,004 ─

合計 652,598 652,598 ─

 

２．その他有価証券

前連結会計年度（平成25年３月31日）

  種類
連結貸借対照表計上額

（千円）
取得原価
（千円）

差額
（千円）

連結貸借対照

表計上額が取

得原価を超え

るもの

(1)株式 352,505 209,516 142,988

(2)債券      

①国債・地方債等 ─ ─ ─

②社債 ─ ─ ─

③その他 ─ ─ ─

(3)その他 ─ ─ ─

小計 352,505 209,516 142,988

連結貸借対照

表計上額が取

得原価を超え

ないもの

(1)株式 51,510 59,010 △7,500

(2)債券      

①国債・地方債等 ─ ─ ─

②社債 ─ ─ ─

③その他 ─ ─ ─

(3)その他 ─ ─ ─

小計 51,510 59,010 △7,500

合計 404,015 268,526 135,488

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額3,439千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。
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当連結会計年度（平成26年３月31日）

  種類
連結貸借対照表計上額

（千円）
取得原価
（千円）

差額
（千円）

連結貸借対照

表計上額が取

得原価を超え

るもの

(1)株式 545,754 252,741 293,012

(2)債券      

①国債・地方債等 ─ ─ ─

②社債 ─ ─ ─

③その他 ─ ─ ─

(3)その他 ─ ─ ─

小計 545,754 252,741 293,012

連結貸借対照

表計上額が取

得原価を超え

ないもの

(1)株式 13,038 15,785 △2,747

(2)債券      

①国債・地方債等 ─ ─ ─

②社債 ─ ─ ─

③その他 ─ ─ ─

(3)その他 ─ ─ ─

小計 13,038 15,785 △2,747

合計 558,792 268,526 290,265

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額3,439千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

３．売却したその他有価証券

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

種類 売却額（千円）
売却益の合計額 

（千円）
売却損の合計額 

（千円）

(1）株式 5,000 4,000 ─

(2）債券      

①  国債・地方債等 ─ ─ ─

②  社債 ─ ─ ─

③  その他 ─ ─ ─

(3）その他 ─ ─ ─

合計 5,000 4,000 ─

 

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

当社グループは、デリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
 
 

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

繰延税金資産     

賞与引当金 97,575千円  107,128千円

退職給付引当金 652,194   609,428

長期未払金 25,988   3,661

投資有価証券評価損 11,723   11,723

繰越欠損金 395,776   302,091

その他 36,357   29,167

繰延税金資産小計 1,219,617   1,063,202

評価性引当額 △875,725   △740,686

繰延税金資産合計 343,892   322,515

繰延税金負債      

退職給付信託設定益 △122,846   △108,246

その他有価証券評価差額金 △47,634   △95,114

繰延税金負債合計 △170,480   △203,360

繰延税金資産（負債）の純額 173,411   119,155

  （注） 前連結会計年度及び当連結会計年度における繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に含まれ

ております。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
 

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

流動資産－繰延税金資産 221,045千円  214,268千円

固定資産－繰延税金資産 ─   ─

固定負債－繰延税金負債 47,634   95,114

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
 
 

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

法定実効税率 38.0％   38.0％

（調整）      

交際費等永久に損金に算入されない項目 2,271.2   1.8

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △690.1   △0.4

住民税均等割 5,733.6   4.5

評価性引当額の減少 8,215.3   △35.4

その他 △38.3   0.4

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 ─   3.6

税効果会計適用後の法人税等の負担率 15,529.7   12.5

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正 

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４月１

日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに伴い、繰延税金資産及

び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる

一時差異については従来の38.0％から35.6％になります。

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は14,419千円減少し、法人税

等調整額が14,419千円増加しております。
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（賃貸等不動産関係）

当社は、神奈川県その他の地域において、賃貸用のオフィスビル等（土地を含む。）を有しております。前連結会

計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は206,220千円（賃貸収益は売上高、主な賃貸費用は売上原価に

計上）であります。当連結会計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は206,301千円（賃貸収益は売上

高、主な賃貸費用は売上原価に計上）であります。

また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は、次のとおりであります。

（単位：千円）
 

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）

連結貸借対照表計上額    

  期首残高 1,653,978 1,547,638

  期中増減額 △106,340 △82,302

  期末残高 1,547,638 1,465,335

期末時価 3,190,993 3,153,405

 (注) １．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。

２．期中増減額のうち、前連結会計年度および当連結会計年度の主な減少額は減価償却費であります。

３．期末の時価は、主要な物件については社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく金額、その他の物

件については「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含

む。）であります。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、取締役会が経営資源の配分の決定および業績を評価するために定期的に検討を行

う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の製造・販売体制を置き、製品・サービスについて国内および海外の市場に対し

て戦略を立案し、事業活動を展開しております。

当社は「電線・ケーブル」、「電極線」、「不動産賃貸」の３つを報告セグメントとしております。

「電線・ケーブル」の対象商品は、機器用電線、通信用ケーブル、光ケーブル、フラットケーブル、ワイヤ

ーハーネス、フレキシブル基板などであります。「電極線」の対象商品は、放電加工機用電極線であります。

「不動産賃貸」の対象物件は、本社・群馬地区などの土地・建物であります。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と同一であります。報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースであり合計額は連結損益

計算書の金額と一致しております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

        （単位：千円） 

 
電線・ 
ケーブル 

電極線 
不動産 
賃貸 

合計 

売上高        

外部顧客への売上高 6,877,443 2,338,344 409,270 9,625,058 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 

計 6,877,443 2,338,344 409,270 9,625,058 

セグメント利益又は損失（△） △114,304 △94,353 206,220 △2,437 

その他の項目        

減価償却費 291,346 54,116 100,192 445,655 

（注）セグメント資産については、事業セグメントに資産を配分していないため記載しておりません。ただし、配分

されていない償却資産の減価償却費は、合理的な配賦基準で各事業セグメントへ配賦しております。 

 

当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日） 

        （単位：千円） 

 
電線・ 
ケーブル 

電極線 
不動産 
賃貸 

合計 

売上高        

外部顧客への売上高 7,641,362 2,648,863 391,728 10,681,954 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 

計 7,641,362 2,648,863 391,728 10,681,954 

セグメント利益又は損失（△） 226,761 △95,083 206,301 337,979 

その他の項目        

減価償却費 220,592 60,551 90,694 371,838 

（注）セグメント資産については、事業セグメントに資産を配分していないため記載しておりません。ただし、配分

されていない償却資産の減価償却費は、合理的な配賦基準で各事業セグメントへ配賦しております。 

 

【関連情報】

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報
（単位：千円）

  電線・ケーブル 電極線 不動産賃貸 合計

外部顧客への売上高 6,877,443 2,338,344 409,270 9,625,058

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高
（単位：千円）

日本 米州 欧州 本邦以外アジア 合計

8,119,680 898,460 309,988 296,929 9,625,058

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 
３．主要な顧客ごとの情報

主要な顧客の区分の外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高で連結損益計算書の売上高の10％

以上を占めるものがないため、記載を省略しております。
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当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報
（単位：千円）

  電線・ケーブル 電極線 不動産賃貸 合計

外部顧客への売上高 7,641,362 2,648,863 391,728 10,681,954

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高
（単位：千円）

日本 米州 欧州 本邦以外アジア 合計

8,879,557 1,003,797 434,845 363,754 10,681,954

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 
３．主要な顧客ごとの情報

主要な顧客の区分の外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高で連結損益計算書の売上高の10％

以上を占めるものがないため、記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

        （単位：千円） 

 
電線・ 
ケーブル 

電極線 
不動産 
賃貸 

合計 

減損損失 18,985 － － 18,985 

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）および当連結会計年度（自平成25年４月１日 

至平成26年３月31日）

該当事項はありません。
 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）および当連結会計年度（自平成25年４月１日 

至平成26年３月31日）

該当事項はありません。
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（関連当事者情報）

関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

（１）連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等

 前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の
所有（被所
有）割合 

（％） 

関連当事者との 
関係 

取引の内容 
取引金額 
(千円) 

科目 
期末残高 
（千円） 

その他の

関係会社 

沖電気工

業（株） 

東京都

港区 
44,000 製造業 

（被所有） 

直接35.3 

間接 1.0 

役員の

兼任 

当社製

品の販

売等 

電線類及び電

子部品等の販

売 

392,124 売掛金 215,094 

 

 当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の
所有（被所
有）割合 

（％） 

関連当事者との 
関係 

取引の内容 取引金額 
(千円) 

科目 期末残高 
（千円） 

その他の

関係会社 

沖電気工

業（株） 

東京都

港区 
44,000 製造業 

（被所有） 

直接35.3 

間接 1.0 

役員の

兼任 

当社製

品の販

売等 

電線類及び電

子部品等の販

売 

349,832 売掛金 186,746 

（注）１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等

当社製品の販売については、当社の総原価から算定した価格ならびに沖電気工業（株）から提示された価格

を検討のうえ、決定しております。

（２）連結財務諸表提出会社の非連結子会社及び関連会社等

 前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の
所有（被所
有）割合 

（％） 

関連当事者との 
関係 

取引の内容 取引金額 
(千円) 

科目 期末残高 
（千円） 

子会社 

 沖電線

サービス

(株） 

長野県

岡谷市 
10 サービス業 

（所有） 

直接100.0 

役員の

兼任 

当社へ

サービ

ス提供 

受取配当金 1,000 ─ ─

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等

受取配当金については、剰余金の分配可能額を基礎とした一定の基準に基づき合理的に決定しております。

 

 当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

該当事項はありません。

 

沖電線（株）（5815）平成26年３月期　決算短信

- 29 -



（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）

１株当たり純資産額（円） 229.52 231.30

１株当たり当期純利益金額又は１株当た

り当期純損失金額（△）（円）
△1.33 9.48

（注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため、当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△）（千円） △49,405 353,288

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式に係る当期純利益又は当期純損失（△）

（千円）
△49,405 353,288

期中平均株式数（株） 37,265,604 37,263,888

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,167,504 2,571,436 

受取手形 ※３ 955,780 936,782 

売掛金 ※１ 1,956,775 ※１ 2,245,963 

有価証券 700,838 652,598 

商品及び製品 572,557 522,630 

仕掛品 370,943 466,060 

原材料及び貯蔵品 200,789 208,507 

前払費用 8,629 7,432 

繰延税金資産 206,335 198,772 

関係会社短期貸付金 12,400 12,400 

未収入金 154,553 141,058 

その他 67,364 69,218 

貸倒引当金 △1,400 △1,500 

流動資産合計 7,373,072 8,031,362 

固定資産    

有形固定資産    

建物 ※２ 9,956,116 ※２ 9,963,263 

減価償却累計額 △7,696,269 △7,846,287 

建物（純額） 2,259,846 2,116,976 

構築物 517,693 521,863 

減価償却累計額 △442,065 △450,688 

減損損失累計額 △10,324 △10,324 

構築物（純額） 65,303 60,850 

機械及び装置 6,078,280 6,095,872 

減価償却累計額 △5,685,023 △5,745,709 

減損損失累計額 △94,611 △94,611 

機械及び装置（純額） 298,645 255,551 

車両運搬具 85,054 84,618 

減価償却累計額 △69,883 △70,254 

減損損失累計額 △4 △4 

車両運搬具（純額） 15,166 14,360 

工具、器具及び備品 969,545 936,033 

減価償却累計額 △898,088 △872,430 

減損損失累計額 △3,734 △3,734 

工具、器具及び備品（純額） 67,723 59,868 

土地 1,403,252 1,403,252 

建設仮勘定 9,084 32,821 

有形固定資産合計 4,119,023 3,943,681 

無形固定資産    

施設利用権 4,358 4,353 

商標権 4,000 3,400 

ソフトウエア 38,381 11,299 

その他 － 2,751 

無形固定資産合計 46,740 21,804 
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    (単位：千円) 

  前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当事業年度 
(平成26年３月31日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 318,996 395,144 

関係会社株式 128,458 207,087 

関係会社出資金 105,949 49,525 

関係会社長期貸付金 173,700 192,300 

長期前払費用 425 460 

差入保証金 24,585 12,877 

会員権 6,881 6,881 

その他 2,527 244 

貸倒引当金 △6,455 △4,172 

投資その他の資産合計 755,068 860,349 

固定資産合計 4,920,831 4,825,835 

資産合計 12,293,904 12,857,197 

負債の部    

流動負債    

支払手形 333,166 402,388 

設備関係支払手形 51,751 32,933 

買掛金 1,004,915 1,133,374 

短期借入金 190,000 190,000 

未払金 22,950 16,794 

未払費用 455,023 446,511 

未払法人税等 28,497 54,258 

未払消費税等 24,516 36,895 

未払事業所税 1,343 1,343 

前受金 35,967 37,538 

預り金 74,380 59,476 

流動負債合計 2,222,511 2,411,513 

固定負債    

繰延税金負債 47,634 95,114 

退職給付引当金 1,103,029 1,028,362 

長期預り保証金 298,075 300,099 

その他 79,444 20,704 

固定負債合計 1,528,184 1,444,280 

負債合計 3,750,696 3,855,794 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,304,793 4,304,793 

資本剰余金    

資本準備金 3,101,531 3,101,531 

資本剰余金合計 3,101,531 3,101,531 
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    (単位：千円) 

  前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当事業年度 
(平成26年３月31日) 

利益剰余金    

利益準備金 511,624 511,624 

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 1,043,095 1,394,258 

利益剰余金合計 1,554,720 1,905,882 

自己株式 △505,690 △505,956 

株主資本合計 8,455,353 8,806,251 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 87,853 195,151 

評価・換算差額等合計 87,853 195,151 

純資産合計 8,543,207 9,001,402 

負債純資産合計 12,293,904 12,857,197 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成26年３月31日) 

売上高 9,443,080 10,484,981 

売上原価    

製品期首たな卸高 470,549 572,557 

当期製品製造原価 6,150,325 6,388,536 

当期製品仕入高 1,466,377 1,808,001 

合計 8,087,252 8,769,096 

他勘定振替高 ※１ 12,786 ※１ 30,505 

製品期末たな卸高 572,557 522,630 

製品売上原価 7,501,908 8,215,960 

売上総利益 1,941,172 2,269,021 

販売費及び一般管理費    

荷造運搬費 207,999 209,541 

支払手数料 94,205 114,912 

役員報酬 137,670 93,423 

給料及び賃金 577,136 573,668 

賞与及び手当 154,853 171,652 

法定福利費 115,581 113,673 

退職給付費用 54,793 39,839 

役員退職慰労引当金繰入額 7,954 － 

研究開発費 177,780 176,916 

減価償却費 58,948 51,789 

その他 280,145 323,281 

販売費及び一般管理費合計 1,867,070 1,868,697 

営業利益 74,101 400,324 

営業外収益    

受取利息 3,110 4,059 

受取配当金 ※４ 10,850 9,587 

有価証券利息 2,229 1,276 

為替差益 38,646 36,153 

受取ロイヤリティー 2,548 2,610 

その他 2,250 9,716 

営業外収益合計 59,634 63,403 

営業外費用    

支払利息 3,792 3,507 

その他 985 140 

営業外費用合計 4,777 3,647 

経常利益 128,958 460,079 

特別利益    

固定資産売却益 ※２ 1,035 ※２ 199 

投資有価証券売却益 ※４ 4,000 － 

特別利益合計 5,035 199 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成26年３月31日) 

特別損失    

固定資産処分損 ※３ 4,607 ※３ 3,242 

関係会社出資金評価損 ※４ 177,877 ※４ 56,423 

減損損失 18,985 － 

自家発電供給契約解約に伴う損失 46,114 － 

特別損失合計 247,584 59,665 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △113,590 400,614 

法人税、住民税及び事業税 17,901 41,762 

法人税等調整額 30,625 7,562 

法人税等合計 48,527 49,325 

当期純利益又は当期純損失（△） △162,117 351,289 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

          (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本合計   

資本準備金 利益準備金 

その他利益剰
余金 

  
繰越利益剰余
金 

当期首残高 4,304,793 3,101,531 511,624 1,279,746 △505,450 8,692,245 

当期変動額             

剰余金の配当       △74,533   △74,533 

当期純損失（△）       △162,117   △162,117 

自己株式の取得         △240 △240 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）             

当期変動額合計 － － － △236,651 △240 △236,891 

当期末残高 4,304,793 3,101,531 511,624 1,043,095 △505,690 8,455,353 

 

     

  
評価・換算差
額等 

純資産合計 

  
その他有価証
券評価差額金 

当期首残高 61,773 8,754,018 

当期変動額     

剰余金の配当   △74,533 

当期純損失（△）   △162,117 

自己株式の取得   △240 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

26,080 26,080 

当期変動額合計 26,080 △210,810 

当期末残高 87,853 8,543,207 
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当事業年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

          (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本合計   

資本準備金 利益準備金 

その他利益剰
余金 

  
繰越利益剰余
金 

当期首残高 4,304,793 3,101,531 511,624 1,043,095 △505,690 8,455,353 

当期変動額             

当期純利益       351,289   351,289 

自己株式の取得         △552 △552 

自己株式の処分       △126 286 160 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）             

当期変動額合計 － － － 351,162 △265 350,897 

当期末残高 4,304,793 3,101,531 511,624 1,394,258 △505,956 8,806,251 

 

     

  
評価・換算差
額等 

純資産合計 

  
その他有価証
券評価差額金 

当期首残高 87,853 8,543,207 

当期変動額     

当期純利益   351,289 

自己株式の取得   △552 

自己株式の処分   160 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 107,297 107,297 

当期変動額合計 107,297 458,194 

当期末残高 195,151 9,001,402 
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項ありません。

 

 

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1)満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）を採用しております。

(2)その他有価証券

（イ）時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は総平均法

により算定しております。）を採用しております。

（ロ）時価のないもの

総平均法による原価法を採用しております。

(3)子会社株式及び関連会社株式

総平均法による原価法を採用しております。

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定してお

ります。）を採用しております。

３．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

 定率法を採用しております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）については、定額法を採用し

ております。

(2）無形固定資産（リース資産を除く）

 定額法を採用しております。

 ただし、自社利用ソフトウェアについては、自社における利用可能期間（5年）に基づく定額法を採用

しております。

４．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

期末現在有する売掛金、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し回収不能見込額を計上して

おります。

(2）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づ

き、計上しております。 

 過去勤務債務は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（10年）による定額法

により発生年度から費用処理しております。 

 数理計算上の差異は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（10年）による定

額法により翌事業年度から費用処理することとしております。

５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外の消費税等は当事業年度の費用として処理し

ております。
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（会計方針の変更）

該当事項はありません。 

 

（表示方法の変更）

以下の事項について、記載を省略しております。 

・財務諸表等規則第75条に定める製造原価明細書の添付については、同条第２項ただし書きにより、記載を省略

しております。 

・財務諸表等規則第86条に定める研究開発費の注記については、同条第２項により、記載を省略しております。 

・財務諸表等規則第95条の３の２に定める減損損失の注記については、同条第２項により、記載を省略しており

ます。 

・財務諸表等規則第107条に定める自己株式に関する注記については、同条第２項により、記載を省略しており

ます。 

・財務諸表等規則第８条の６に定めるリース取引に関する注記については、同条第４項により、記載を省略して

おります。 

・財務諸表等規則第68条の４に定める一株当たり純資産額の注記については、同条第３項により、記載を省略し

ております。 

・財務諸表等規則第95条の５の２に定める一株当たり当期純損益金額に関する注記については、同条第３項によ

り、記載を省略しております。 

・財務諸表等規則第95条の５の３に定める潜在株式調整後一株当たり当期純損益金額に関する注記については、

同条第４項により、記載を省略しております。 

 

（追加情報）

該当事項はありません。 
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（貸借対照表関係）

※１ 関係会社に関する項目

区分掲記されたもの以外で各科目に含まれている関係会社に対するものは次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年３月31日）
当事業年度

（平成26年３月31日）

（流動資産） 売掛金 221,575千円 196,638千円

 

※２ 国庫補助金等の受入れ

国庫補助金等の受入れにより圧縮記帳を行っており、貸借対照表計上額は、この圧縮記帳額を控除しております。

 
前事業年度

（平成25年３月31日）
当事業年度

（平成26年３月31日）

建物 9,749千円 9,749千円

 

※３ 事業年度末日満期手形

事業年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、前事業年度の末日

が金融機関の休日であったため、次の事業年度末日満期手形が事業年度末残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成25年３月31日）
当事業年度

（平成26年３月31日）

受取手形 160,661千円 ─千円
 

（損益計算書関係）

※１ 他勘定振替高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当事業年度
（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）

販売費及び一般管理費への振替高他 12,786千円 30,505千円

 

※２ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

 
前事業年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当事業年度
（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）

車両運搬具 ─千円 199千円

工具、器具及び備品 1,035千円 ─千円

 

※３ 固定資産処分損の内容は次のとおりであります。

前事業年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当事業年度
（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）
 

(1）固定資産除却損  

建物 0千円

機械及び装置 4,192千円

車両運搬具 286千円

工具、器具及び備品 126千円

合計 4,607千円

(2）建物撤去費用 ─千円
 

 
(1）固定資産除却損  

建物 950千円

機械及び装置 1,568千円

車両運搬具 173千円

工具、器具及び備品 300千円

合計 2,992千円

(2）建物撤去費用 250千円
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※４ 関係会社に関する項目 

 
前事業年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当事業年度
（自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日）

受取配当金 1,000千円 ─千円

投資有価証券売却益 4,000千円 ─千円

関係会社出資金評価損 177,877千円 56,423千円

  上記の関係会社出資金評価損は、

日沖電線（常熟）有限公司に関わる

ものであります。

上記の関係会社出資金評価損は、

日沖電線（常熟）有限公司に関わる

ものであります。

 

 

（有価証券関係）

前事業年度（平成25年３月31日）および当事業年度（平成26年３月31日）

子会社株式（貸借対照表計上額40,000千円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められる

ことから、記載しておりません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳（千円）

  前事業年度

（平成25年３月31日）

当事業年度

（平成26年３月31日）

繰延税金資産    

賞与引当金 84,551 93,308

退職給付引当金 651,507 608,763

長期未払金 25,988 3,661

関係会社株式評価損 74,004 94,091

投資有価証券評価損 11,723 11,723

繰越欠損金 316,749 207,105

その他 35,874 28,563

繰延税金資産小計 1,200,399 1,047,217

評価性引当額 △871,217 △740,198

繰延税金資産合計 329,181 307,018

     

繰延税金負債    

退職給付信託設定益 △122,846 △108,246

その他有価証券評価差額金 △47,634 △95,114

繰延税金負債合計 △170,480 △203,360

繰延税金資産の純額 158,700 103,658

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳（％）

  前事業年度

（平成25年３月31日）

当事業年度

（平成26年３月31日）

法定実効税率 ─ 38.0

（調整）    

交際費等永久に損金に算入されない項目 ─ 1.8

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 ─ △0.4

住民税均等割 ─ 4.5

評価性引当額の減少 ─ △35.2

その他 ─ 0.3

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 ─ 3.3

税効果会計適用後の法人税等の負担率 ─ 12.3

（注）前事業年度は、税引前当期純損失を計上しているため、注記を省略しております。

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４月１

日以後に開始する事業年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰

延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成26年４月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異

については従来の38.0％から35.6％になります。

この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は13,400千円減少し、法人税

等調整額が13,400千円増加しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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６．その他

(1）役員の異動

 未定
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